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　毎年、市内
の小学５年生
を対象に「と
も に 生 き る 」
の感想文を募
集し、入賞し
た作品は展示
をしています。

　この「ともに生きる」は、 
毎日の生活で心身にさまざま
な困難を感じている人や、そ
の家族、周りで援助をしてい
る人たちの実話を基に、県社 
　　　　　　　　会福祉協議会
　　　　　　　　が作成した本　 
　　　　　　　　です。表２の　　　　　　
　　　　　　　　10 人が受賞 
　　　　　　　　しました。
　　　　　　　　おめでとう
　　　　　　　　ございます。

｢ともに生きる｣
感想文コンクール（表２）

福祉絵画コンクールと
福祉教育読本「ともに生きる」感想文

中学生の部 小学低学年の部小学高学年の部 幼児の部
「
思
い
や
り
の
花
咲
か
せ
よ
う
」

自
由
ヶ
丘
中
学
校

加か
と
う藤 

咲さ
く
た
ろ
う

太
郎
さ
ん 「ひいおばあちゃんとぼく」

日の里幼稚園
平
ひらかわ

川 元
げ ん と

翔さん

「助け合ってくらしやすいせかいへ」
河東小学校

大
おおはた

圃 遥
は る と

人さん

「差し伸べた手がつなぐ未来」
日の里東小学校
岩
いわもと

本 雛
ひ な の

乃さん

福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
（
表
１
）

部

賞

学
校
名
等

氏
名

幼児

金
賞

日
の
里
幼
稚
園

平
川
　
元
翔

銀
賞

野
ば
ら
第
二
保
育
園

関
根
　
ゆ
ず

東
郷
信
愛
幼
稚
園

川
上
　
結
梨

銅
賞

博
多
の
び
っ
こ
幼
稚
園

鈴
木
　
望
華

浄
徳
寺
幼
稚
園

下
妻
　
百
花

野
ば
ら
保
育
園

元
日
田
　
陽

日
の
里
西
保
育
園

西
橋
ひ
か
り

玄
海
風
の
子
保
育
園

宮
本
結
珠
愛

小学生低学年

金
賞

河
東
小
学
校

大
圃
　
遥
人

銀
賞

日
の
里
西
小
学
校

江
尻
　
　
彩

自
由
ケ
丘
小
学
校

谷
口
　
雅
仁

銅
賞

河
東
西
小
学
校

髙
野
　
叶
絵

赤
間
西
小
学
校

追
木
　
奏
人

東
郷
小
学
校

古
賀
　
咲
愛

小学生高学年

金
賞

日
の
里
東
小
学
校

岩
本
　
雛
乃

銀
賞

自
由
ヶ
丘
南
小
学
校

福
山
ひ
ま
り

玄
海
小
学
校

仲
野
　
宝
華

銅
賞

南
郷
小
学
校

岡
田
　
桃
果

自
由
ケ
丘
南
小
学
校

藤
木
　
入
李

中学生

金
賞

自
由
ヶ
丘
中
学
校

加
藤
咲
太
郎

銀
賞

日
の
里
中
学
校

伊
藤
　
千
廣

大
島
学
園

宮
本
　
彪
斗

銅
賞

河
東
中
学
校

松
木
　
亜
湖

日
の
里
中
学
校

井
上
　
彩
乃

城
山
中
学
校

久
保
　
桃
花

未来に
羽ばたけ！
福祉の心！！

　このコンクールは、市内の幼児から高校生までを対象に、福祉絵画を募集
し、表彰と展示をするものです。参加総数は 564 点でした。表１のとおり、
計 25 作品が受賞しました。おめでとうございます。

会長賞
小学校名 氏名
河 東 西 櫻木　龍之介

金賞
小学校名 氏名
赤 間 西 谷口　　花
日の里東 安部　帆夏

銀賞
小学校名 氏名
日の里東 石橋　凌空
赤　　間 山本　駿吏
河　　東 林　　明里

銅賞
小学校名 氏名
日の里西 栗山　涼樹
赤　　間 大平　爽音
河 東 西 石井　一樹

日の里西 ブーヴィエ
ソフィア　百合

福祉絵画コンクール

福祉教育読本｢ともに生きる｣感想文

林林
はやしはやし

  明明
あ か りあ か り

里里さんさん山山
やまもとやまもと

本本  駿駿
しゅんりしゅんり

吏吏さんさん

石石
い し いい し い

井井  一一
か ず きか ず き

樹樹さんさん
ブーヴィエブーヴィエ

ソフィア ソフィア 百百
ゆ りゆ り

合合さんさん

石石
いしばしいしばし

橋橋  凌凌
り くり く

空空さんさん

大大
おおひらおおひら

平平  爽爽
さ わ ねさ わ ね

音音さんさん

安安
あ べあ べ

部部  帆帆
ほ の かほ の か

夏夏さんさん

栗栗
くりやまくりやま

山山  涼涼
りょうじゅりょうじゅ

樹樹さんさん

谷谷
たにぐちたにぐち

口口  花花
はなはな

さんさん

金賞

金賞 銀賞銀賞銀賞

銅賞銅賞銅賞銅賞

会長賞受賞の会長賞受賞の
櫻櫻
さくらぎさくらぎ

木木  龍龍
りゅうのすけりゅうのすけ

之介之介さんさん

会長賞
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☎
０
９
４
０ （
37
） １
３
０
０

３ 

採
用
予
定
年
月
日

　
随
時
採
用
と
し
ま
す
。
勤
務
開

始
日
に
つ
い
て
は
、
面
接
時
に

相
談
し
ま
す
。

● 

労
働
条
件
等

１ 

初
任
給 （
月
給
） 

▽
17
万
２
０
０ 

円
（
４
年
大
卒
）

▽
15
万
３
８
０
０ 

円
（
短
大
卒
）

▽
14
万
２
８
０
０ 

円
（
高
卒
）

２ 

昇
給

　
本
会
規
程
に
よ
り
、

　
年
１
回
昇
給

３ 

諸
手
当

　
通
勤
手
当
、

　
時
間
外
勤
務
手
当
・
休
日

　
勤
務
手
当
、
期
末
手
当

４ 

保
険

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

　
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
等

５ 

就
業
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
休
憩
時
間
45
分
）

６ 

休
日 

土
日
、
祝
日
、

　
12 

月
29
日
～
１
月
３
日
、

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
５
日

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）豊
永
萌（
江
口
）

・（
故
）長
谷
川
裕（
土
穴
）

・（
故
）岩
佐
亜
東
務（
吉
田
）

・（
故
）中
川
多
嘉
子（
城
西
ヶ
丘
）

・（
故
）桑
山
日
出
子（
自
由
ヶ
丘
）

・
花
田
紀
代
美（
河
東
）

・（
故
）髙
橋
ア
キ
ヨ（
田
野
）

・（
故
）宮
本
ス
ズ
ヱ（
大
島
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
随

時
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

振
込
や
現
金
書
留
等
で
も
受
け

付
け
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
地
域
福

祉
の
推
進
の
た
め
に
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
早
川
文
昭（
上
八
）

・（
故
）河
野
安
弘（
田
熊
町
）

【
一
般
寄
付
】

・
南
郷
小
学
校
昭
和
24
年

　
卒
業
同
窓
会

（
令
和
４
年
10
月
31
日
受
付
分
ま
で
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
一
緒
に
働
く

仲
間
を
募
集
中
で
す
。詳
し
く
は
、

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

１ 

採
用
区
分 

常
勤
嘱
託
職
員

２ 

採
用
人
数 

１
人

３ 

職
務
概
要

　
地
域
支
え
合
い
推
進
員
（
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
業

務
の
ほ
か
、
地
域
福
祉
の
推
進

に
係
る
業
務
全
般

４ 

資
格
要
件
等 

①
地
域
福
祉
推
進
に
知
識
経
験
あ

る
人
（
社
会
福
祉
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門

員
、
保
健
師
、
看
護
師
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人
は
な

お
可
）

②
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
可
）

③
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
）
操
作
が
可
能
な
人

５ 

雇
用
期
間

　
採
用
日
か
ら
年
度
末
の
３
月
31

日
ま
で
（
更
新
あ
り
：
た
だ
し
、

通
算
５
年
を
超
え
る
場
合
に
は
、

申
し
出
に
よ
り
雇
用
期
間
の
定

め
の
無
い
契
約
に
転
換
可
）

● 

応 

募

　
随
時
、
受
付
中
で
す
。
提
出
書

類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
こ
ち
ら
か
ら
面
接
日
な
ど
を

連
絡
し
ま
す
。

１ 

提
出
書
類

 

①
履
歴
書
（
市
販
用
紙
可
）

 

②
職
務
経
歴
書

２ 

提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
８
１
１
・
３
４
３
７
宗
像
市 

久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム

宗
像
内 

社
会
福
祉
法
人 

宗
像

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宛

　福岡県共同募金会宗像市支会では、12月から「歳末たすけあい募金運動」
に取り組んでいます。この運動は、「新年を迎える時期に、支援を必要と
する人たちが地域で安心して笑顔で暮らすことができるように」との目的
で、民生委員児童委員協議会のみなさんの協力で実施しています。
　新型コロナウイルス感染症予防のため個別訪問による募金活動の制限や
毎年多くの寄付をいただいている市内事業所様のコロナ禍における状況も
踏まえ、令和 2 年度以降、募金活動を中止していました。
　令和４年度からは、街頭募金を 11 月に実施し、市内事業所様によるご
寄付も募らせていただいています。集まった募金は、支援を必要とする世
帯への見舞金や、市内の地域福祉のために有効に活用します。年末の何か
と出費の多い時期ですが、みなさんのご協力をお願いいたします。

　「薬膳とは東洋医学（中医学）の一つである」という話
からはじまり、普段の食材を薬膳として生かすことで、梅
雨の過ごし方を工夫しましょうというものでした。
　講師の松吉さんは、国際中医薬膳管理師です。若石（じゃ
くせき）リフレクソロジーを学び、足もみ講師をしながら
中医薬膳学を学んだ人です。
　薬膳についてホワイトボードに図解で説明があり、福祉
会長の千

せ ん だ

田直
な お こ

子さんと講師との対話形式で、二人の楽しい
やり取りの中、薬膳について理解を深めていくことができ
ました。

　参加者は聞いたことを熱心に書き留めていて、健康長寿
を目指す人にとって、関心の高いテーマだったようです。

　地域支え合い推進員としても勉強になる内容でしたが、
サロンが再開されたということが何より喜ばしいことだと
思っています。これからも市内各所での通いの場・居場所
づくりを応援していきます。

地域支え合い推進員（工藤）

集いの場・居場所づくり
赤間ヶ丘２区いきいきふれあいサロン

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
募
集
中

（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
兼
地
区
担
当
指
導
員
）

　赤間ヶ丘２区公民館で、薬膳管理師の松
まつよし

吉美
み き

樹さんを講師に迎え、座学形式でサ
ロンが実施されました。今回のテーマは「薬膳のある暮らし」です。

つながれつながれ
ひろがれひろがれ
地域福祉！地域福祉！
シリーズシリーズ●●45

歳末たすけあい募金歳末たすけあい募金
がはじまりましたがはじまりました

みんなで支えあうみんなで支えあう
あたたかいあたたかい
地域づくり地域づくり

講師の松吉さん(写真左)と千田会長講師の松吉さん(写真左)と千田会長

二人の掛け合いが新鮮で、二人の掛け合いが新鮮で、
話に引き込まれます話に引き込まれます

片付け後、お茶を飲みながら片付け後、お茶を飲みながら
くつろぎのひと時ですくつろぎのひと時です

「薬膳」
小豆、緑豆、ひよこ豆、はと麦、
上新粉(米粉)、クコの実を使って
おり、砂糖は不使用です。白玉粉
は熱を身体にため込むので気温の
高い時期は上新粉を使っています。

ご
寄
付

社協だよりは、偶数月の１日号です（年間６回）

社会福祉法人 宗像市社会福祉協議会
宗像市久原180番地 メイトム宗像内 ☎（37）1300

宗像市大島1809番地32 ふれ愛センター内
☎（72）2294

大島支所

ホームページ　http://syakyo.munakata.com/

メール　info@syakyo.munakata.com

本会は、むなかたタウンプレスを音にして届ける
　　　　　　　　　  「声の広報」活動を実施しています


